健康なサッカー練習および競技のための自主規制

福島県のサッカー場は下記の基準を守り、健康なサッカー練習、および競技を実現します．

1． 　放射線被曝に関する国内法および国際勧告を守り､日本はもちろん、世界のどこ国から来られたサッカー愛好者にも、安全なサッカー場を提供します。

2． 　グラウンドの１．５メートル高さ及び０．５メートル高さで測定した放射線の強さが､平均して１時間あたり０．２マイクロシーベルト以下である時には「安全グラウンド」としてなんの制限もなく、安心して使用することができます。

3． 　グラウンドの１．５メートル高さ及び０，５メートル高さで測定した放射線の強さが１時間あたり０．２マイクロシーベルトを越え、０．６マイクロシーベルト以下の場合には、個別の競技者について、１日の練習時間を４時間以下にする。

4． 　グラウンドの１．５メートル高さで測定した値は０，２マイクロシーベルト以下であって､０．５メートル高さで測定した値が０．２マイクロシーベルトを越える場合には、小学生以下の練習や競技の時間を４時間以内に制限する．

【解説】

　福島のサッカー場を安全に使用するために、国内法（放射線の防御に関する複数の法律や規則）及び国際勧告（ICRPによる勧告）に従って運営する。上記の数字は福島原発事故によって新たに暫定的に定められた数値ではなく､１９９０年以来、日本および国際的に安全であるとされている数値を使用しているので、国際的な競技においても諸外国の愛好者に安心して使用していただく事ができる。測定は１週間に１回以上とする．

　現在､空間の放射線量がやや揺らいでいること、計器の測定誤差を含め､完全に国際勧告を守るという意味での１時間あたり０，１１マイクロシーベルトについて０．２マイクロシーベルトと定めている．グラウンドの管理者は、運用を通じてグラウンドの表土の除去、施設の洗浄などに勤め､早期に０．１１マイクロシーベルト以下にするように努力する。

　１時間あたりの放射線が０．６マイクロシーベルトを越える場合には、「管理区域」相当の注意が必要であり、何の注意も要らないレベルに対して６倍になることから、２４時間を６で割って、各個人が使う時間を１日４時間以下とする．

　また、２０１１年の春から夏にかけて放射性降下物がグラウンド表土に蓄積する可能性もあり、０．５メートル地点での放射線が１．５メートルと異なる場合、身長の低い小学生以下の使用を管理区域並の扱いとして時間制限を設ける．

　本規定を守ることによって、安全で国際的にも認められた運営をすることができる。
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